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Ⅰ.序論 

野球が中国に伝来したのは 19世紀末のこと

とされている。清朝滅亡後、「中国革命の父」

孫文により、野球は集団行動の訓練などに有効

だと重視され、植民地であった上海で開かれる

万国野球リーグ戦の開催や、その後戦時中に、

国共両軍により軍事訓練に利用されることな

どを通じて、20世紀前半において野球の普及は

中国において着々と進んだ。新中国成立後も、

野球は軍事訓練のための有効手段と捉えられ、

贺龍将軍によって北京軍区、四川軍区に野球チ

ームを結成させ、1953年の第１回全国運動会に

は 30チーム以上が参加した。しかし、1960年

代に文化大革命が勃興したことにより、文化・

スポーツ事業が弾圧を受け、野球は中国大陸か

ら姿を消した。1979年には主要な省、都市では

相次いで野球協会が設立され、チームは再結成

されたが、文化大革命の期間は「野球経験世代

の喪失」を生んだため、野球は中国において元

の勢いを取り戻すことはできなかった。 

 2002年に、五輪の招致成功とＷＴＯへの加入

が発足の決め手であるとされて、サッカー、バ

スケットボール、バレーボールに続き、中国に

おいて４つ目のプロスポーツリーグ「中国棒球

聯賽」（ＣＢＬ）が発足された。 

 五輪後外資スポンサーが撤退し、経営難に強

いられた末、2012、2013シーズンリーグ中止と

なったが、その 2年後の今年、集客を実現した

興行ビジネスの姿で蘇ってきた。 

確かに、大学チームや社会人草野球チームの

数を見れば、民間での普及は進んでいる兆しは

見えてくるが、中国の各級体育局に新規登録し

た将来プロリーグの候補選手になりうるアス

リートの人数で見ると、中国において「プロ野

球選手」である魅力はサッカーやバスケにはま

だ比べられない、プロスポーツとしての野球は

まだ発展途上ではある。 

将来性の見込められなかった中、自国資本に

切り替えて再スタートしたＣＢＬだが、決して

普及度が高いとはいえない国内において、集客

を図るプロスポーツ興行ビジネスとして継続

的に発展していくために、海外のプロリーグに

目を向け、世界的に見ればＣＢＬはそれらのプ

ロリーグとはどのような相違があるのか、学ぶ

ところはどこにあるのかを探求していく必要

性があると考え、本研究を計画した。 

 

Ⅱ．目的 

本研究の目的は世界各国のプロ野球リーグ

ビジネスを俯瞰するとともにＣＢＬとの経営

要素においての差異を明らかにすることであ

る。 

 

Ⅲ．研究手法 

世界各国のプロ野球リーグと比較し、分析す

る。調査対象は中国 CBLを始め、ドミニカンリ

ーグ、ベネズエンリーグ、メキシカンリーグ、

メキシコ冬季、パナマ、コロンビアン、ニカラ

グアン、日本ＮＰＢ、日本ＢＣ、韓国ＫＢＯ、

台湾 CPBL、イタリア IBL、オーストラリア ABL、

イスラエル IBLに絞る。 

調査項目として、１、各国のプロ野球組織の

変遷およびＭＬＢとの関係について調査し比

較。対象リーグが所在する国々において、プロ

野球組織の発足、改組、中止などを時系列で洗

い出し、並びに各節目においてＭＬＢ資本の関

与の有無、または 1970 年代海外で設立される

ＭＬＢ資本の野球アカデミーの設置の有無を

調査。２、各リーグの興行ビジネスとしての成

り立ちについて調査し比較。以下の項目を設け

ていく。2014 年シーズンのデータの元、チー

ム数、総試合数、平均観客動員数、中間ランク

のチケット代を調査し、掛け算で興行売り上げ



規模を試算する。また、選手賃金も合わせて調

査する。３、各リーグのレギュレーションにつ

いて調査。開幕開催時期、アメリカシーズンと

の重なり、外国人選手と海外への選手輸出。４、

類似対象リーグとの事例比較。 

そして、情報やデータの収集は主に以下の方

法で行った。 

• 各リーグのホームページ 

• アメリカ野球データベース

Baseballreference.com 及び

Lahman.com 

• baseballdeworld.com by Journeyman 

Media 

• ＮＰＯ法人「Baseballbridge」代表田中

氏へのインタビュー。 

• 調査対象リーグ所在国でプレーする選

手への取材。 

 

Ⅳ．結果 

１、比較対象リーグの組織された歴史を辿っ

て見た結果、ドミニカ、ベネズエラ、メキシコ

など、独立運営でＭＬＢの開催期間と重ねる夏

季リーグとしてスタートしながら、第 2次世界

大戦後しばらくの間に、資本を受けることや業

務提携契約などでＭＬＢ機構に収まり、冬季リ

ーグ化され、ＭＬＢ機構のファームリーグと化

した図式が見て取れる。また、2000年代に入っ

て、ＭＬＢの投資を受けて発足したのはイタリ

アＩＢＬ，オーストラリアＡＢＬ，イスラエル

ＩＢＬであり、中国ＣＢＬと同じくＭＬＢの投

資を直接要せずに発足したのは国内にトップ

プロリーグがすでに存在する日本のＢＣリー

グ、それに過去に野球がプロ化された歴史があ

る中南米 2リーグであることが分かった。 

また、それぞれの一人当たりＧＤＰに対する

興行規模が比較的に小さいと言うのは上述し

た 2000 年以降発足した７リーグの共通点であ

り、さらにその中、各リーグの選手の平均賃金

水準がその国の平均月収を下回るのは中国Ｃ

ＢＬと日本ＢＣリーグ、イタリアＩＢＬ、オー

ストラリアＡＢＬ、イスラエルＩＢＬであるこ

とが分かった。ただ、これらのＣＢＬに類似す

るリーグとは違い、海外からの選手がおらず、

海外に選手を送り出していないところが特徴

とも言える。 

２、ＣＢＬと類似性を持つリーグであるカリ

ブ海 2リーグ、イタリアＩＢＬ、日本ＢＣリー

グとの事例比較を通じて、カリブ海 2リーグで

は地域国際大会への参加及び統合、イタリアＩ

ＢＬでは現地ＭＬＢアカデミーとの連携、そし

て新球場の利用、ＢＣリーグではプレーオフの

設計、新球場の起用そして地域密着策と言った

面において、ＣＢＬより優れていることが分か

った。 

 

Ⅴ．考察 

１、消費者を抱える国内完結型プロスポーツ興

行であることはＣＢＬの特徴とも言える。ＭＬ

Ｂは戦後自由貿易の実現、そしてグローバル経

済拡大を機に国内完結型の社会的分業構造か

ら、中南米、さらに欧州、オセアニア、中国を

範囲とした社会的分業構造へとシフトした。選

手育成装置であるアカデミーを設置し、またリ

ーグ組織に直接投資することで現地のプロリ

ーグはもはや米国外での「マイナーリーグ」と

化している時代の流れの下、ＣＢＬとしては人

的資源である選手はすべて「国内生産」であり、

球団も各省、市が所有し、運営を任せる機構も

国内スポーツマーケティング会社であるグロ

ーバル経済が極端に進展し、海外からの輸入や

資本の進出が相対的に自由になった状況下で

の、後進国の自立・国内完結発展の帰結と見る

ことが出来る。 

２、市場経済成長の著しい中国においては国民

の労働収入は右肩上がりで、今後も消費能力を

増していく。ＣＢＬのターゲット市場として多大

な可能性を秘めている中、トリプルミッションに

おける「勝利」と「普及」からアプローチをし、

同地区チーム同士間の試合数を増加すること

やプレーオフ設計の改善、リーグの器にあった

地域国際大会への参加及び統合、ＭＬＢアカデ

ミーとの連携、新球場を起用、それに地道な地

域密着普及策などをＣＢＬに提言する。 

Ⅵ．結論 

本研究では、中南米 7リーグ、アジア 5リー

グ、オセアニア 1リーグ、ヨーロッパ 1リーグ、

中東 1リーグを中国ＣＢＬの比較対象とし、各

国プロ野球リーグの組織変遷及びＭＬＢとの

関連性、各国プロ野球リーグの興行売り上げ規

模試算及び選手の賃金水準及び各国プロ野球

リーグのレギュレーションなど三つの角度で

比較し、相違点を浮き彫りにした上、さらに類

似性を持つ他リーグとの比較を通じて、プレー

オフの設計、地域国際大会への参加と統合、現

地ＭＬＢアカデミーとの連携、そして新球場の

利用と言った面に関して、ＣＢＬとしては類似

リーグに模倣し、現状を改善していく余地があ

ると結論づけた。 

http://baseballdeworld.com/

